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と
避

れ

な
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：
然

か

も

T
a
y
o
r
.
:

は
'^
出

所

か

明

かI:;
す
-:
;る
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1

反
ぃ
し
、

.也
?>v

r
r

が

 ̂

-

,

細

に
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,
脱

の

.：
如

く
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記

述

せ

る,
S

.
し

も

是

れ

へ
I

本

は 
< 

生

じ

れ

ら

ん

ド

は
J

 

U
 

^

1

S
!
S
I

I

1

I

E
h

‘

パ
'
11

径
な

*

,&

問
組

^

:
歉
'.
'
起
す

.こ

.と
^

.
る
可
し

0

即
ち
ゥ

h

ブ
.
ス
.

タ
.

！
0

辨
翰
の
獎
點
下
の
如
し

0 

『

没
.
规
及
び

_

際
|?
1

1
の
禮
讓
並
に

m

.
例
は
：合
法
な
る
通
商
の

0

的
V

以
て
隨
意

I:

外
轉
.開港
に
入 

る
价
船
に
對
し

■木
■
國
の

#

,
路
桃
及
び
法
慨
か
顔
る
廣

■.大
な
る
範
阔
ド
於
.て
隨
伴
し
旦
つ
維
神
ナ 

.

6
 

:

と
‘

認
-
む
。

頌
指

'
0

說
.I

I
:

據
：れ
ぱ
船
は
外

—

濟
ド

0 

0

屮
と

*

も
其
ホ
國
の
膂
轄
淄
及
'
ひ
 

法
作
か
保

.
布
す

S

もの

.

.な
り
と
沄

.'

へ
y

o

固
ふ

リ
自
國

.
船
|:

對
す
る
國
衆
の

#*
轄
榄
は
其
竹
が 

外
國
港

I:

破
泊
中
、必ず
し
；

^

全
然
絕
對

;̂
|:

行
は
る

V

に
弗
ざ
る

ニ

とは

.
事
實
に
し
て
毁

I

と
 

餌
も

之
4*

認
め
す
友
こ
れ
か
主
锻
す
る

も

の
に
非
す
。

■

即
ち
外
國
港
啶
船
中
そ
の
行
へ
る

I

切 

の
不
法
な

.
石
行
：爲

|-

對
し
：及
：び
其

^

.

#
又
は

.
船
主
に

^

て
約

‘
觉
せ
ら
れ

?:

る
契
約
に
對
し
て

It 

船
及
び
船
長
；

#

主は

」
， 5

然
そ
の

：

破
.泊
國
の

.
法
律

H

服
1
從
せ
，ざ
，る
可

.

か
ら

.
V

る
こ
と

^

論
な
り
。

又
も

し
船
畏
：及
が

」

船
^

|:
|

し
て

^

.
駿
泊
船
內

U

於
て
卯
か
犯
し
て
社
會

.
の
治
安
か
畨
す
る

こ

と
 

あ
ら
ん
か
彼
雜
の
爲
め
に
免

.
除
^

要
求
す

.る
能
は
ざ
る
こ
と
亦
論
な
し
。
然
れ
ど
も
國
祭
法

：
^

:

び
余
の
參

_

し
|:
:る
請

_

の
法
律

.
に
據
れ

.
ば
近

「

代
文
，明
餓

'國
は

一

國
の
瞥
轄

P

及
び
法
规
は
其 

.

船
が
公
海
，ド：

^

る

W

•
將

：：た

港»

も
し
く
は
ま
.他
何
れ
の
水
上

U

布
る
も
：問
は

す

船

妁

の

人

? >

灌 

:

利
義
務
を

-

.
般
V
U'

へ
賢
理
ン
處
避
：

.す
る
：爲

.

め
に

H

船
に
：隨
伴
す

.
可
き

こ

ミ
及
び

」

此
管
岵
權
も
行
ふ
範 

圍
內

I
I

於
飞
船
は

_
典
亂
家
自

J

の
領

.
1 土
'
の
：1

部
と
認
め
ら
る

.

V
こ

と

 ̂

0
I:

友
持

.
す
る
も
の
-な

る
を
職
せ
リ

』
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.論

0

外
.國
頟
海
灼
1
1

於
け
る
：腐
船
の
地
位
に
_
す

名

佛

國

主

義

第

二

號

八

ニ
 

之

身

說

明♦

て
或
は
；船
は
其
屬
す
る
國
家
の
浮
動
部
分
な

&

と
唱
ふ
る
も
の
な
き
に
非
ず
。

即
ち
船
，は

.其
觸
す
る
本
國
領
■土
の
一
部
を
爲
す
も
の
な
る
が
故
に
外
國
領
侮
.內

R

A

bて
は 

治
外
法
權
を
享
有
す
る
？

P

の
な

^v 
$
云
ふ
に
在
ぅ
。

wiuntschlr

の
如
き

(

註
ニ

1)

其
顯
著
な
る 

1

例
5：
ぅ
。
.
近
時
に
於
て

•は

B
r
y
.
i

亦
同
說
を

.支
持
す
。

(

註：11

5

然
れ
ど
も
船
を
以
て
典

®

 

す
る
國
家
の

#
動
部
分
な
>

ミ
爲
す
の
說
は
今
日
:̂•於
て
は
最
早
や
不
通
^

言
に
し
て
之
を 

信

f
る
^
の
あ
：る
可
か
ら
す
。
如
何
と
な
れ
ば

.若
_し
此
說
を
支
持
す
る
に
於
で
は
戰
時
交
戰 

國
斌
：艦

.が
中
立

_
:に
»
し
.臨
檢
、搜
索
、拿
：捕

：の
、權

利

を

有

す

る

其

權

利

を

說

明

す

る

乙
ビ
能
は 

ざ

れ

ば

な
A

O

'
fl
l
i
.
ち
，
船
に

し

て

若

し

此

說

の.唱
ふ
.る)

：が
如
く
其
興
す
る
國
の
領
土
の

 

一
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^
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せ
ば
交
戦
國

.苹
艦

が
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之

を

臨

檢

し

搜

索

し

又

は

拿

捕
す
る
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中

立
國
の
領
土
權
に
對
し

-

.
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■大
な

.る
侵
害
を
加
ふ
る
も

.のw

云
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.ふ
.を
得
べ
け
れ
ば
な

&
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此
故
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土
浮
動
說
の
取
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に
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ざ
る
は
極

^
て
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臼
な
：れ
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に
依
て
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國
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ん
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す
る
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徒
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な
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る
.
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參
事
铭
の

^
;
 

船

N
e
f

 n

號

及

.
び

：
一

 Sally

號
辦
、
#

に
關
す
る
判
決
は
明
に
此
說
を
排
斥
し
其

.判
決
書
中

@
ii)

に『

W
立
船
は
礎
然

■中
立
地

と
！！

む
可
か
ら
す

』
(

§ vaisseau 
neutire 

ne 

p
s
t

 

8tre 

indeSniment

I;

Ie?

1

I

:
l
l
r
d

 

c
o
m
m
e

':I
i
e
u

';::
n
e
u
t
r
t

 

微
す
る

>

 

き
は
佛
國
主
義
の
支

ぁ
七
左

る

、
論

•
☆

 

B
l
u
n
t
s
c
h
l
l

 

'
等
.

に
依
ノ
て
信

.

せ
ら
る

、

如
く
領
土
！

b

動
說
.
に
存
せ
ざ
る
.を
見

ノ
る
可
4

 

な 
P

O
 

.
V'

,

:

:

一

/(

蝕 

ニ 

一
.

)

b

l

 

f

 

.

o

o

i

r

?

P

E
 

1

 

^

(

註 

ニ 

ニ〕

穿
7「

9

0

2

&
§
悬
ロ
巳
 

p
u
b
i

o', 

(1006〉
p
.

 29
S
V

 

■ 

. 

•
, 

c
ll
i

ニ
三

)

本
詰
.

前
號
，七

1
1
.

 

M

參
.
照
•
.
. 

: 

•.
.
.

、

.

然
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l
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,

は
.
：外
.

國
爾
»

に
破
泊
す
る

.
商
船
の
乘
組
員
は
，普

M

外
國
を
旅
行
し
又
は
滯

衝
す
る
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箇
す
の
私
人
と

®

地
位
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を
同
十
視
す

'
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ら
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事
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指
摘
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國
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を
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せ
ぅ
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る
"

國
家
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の

代
表

.
に
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非
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^
雖
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國
’

家
の
法
规

^

從
^

て
龃
織
せ
ら
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息
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つ
內
部
的
に
支

配

せ

ら
る

y

「

随
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に
し
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其
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論

說
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國
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け
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十
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.論

,
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.

外
國
領
#
内
K
於
け
る
商
船
の
胤
位
に
關
す
る
挪
國
秦
f

號

,
:
_組
.員
，は

國
.家
.の

章

督

：の.卞
：に
編
入
也
ら
れ
其
船
長
は

.公
式
に
免

.許

.せ
ら
れ
且
つ

；

节
の 

權
能
を
附
與

.せ

.ら
る
、
珞
の
な
办

。

/
.

故
に
商
船
は

:̂
艦
の
地
位
に

^
ざ
る
も
又
單
な

'る
筒
人
の
地
位
に
も
非
す
。
码
な
、
る 

11

の
主
權
に

»

し
て

^
干
め
從

'厕
性
を
有
す
，る
中
唞
的
地
位

K
任
る
も
の
な
り
。
而
し
て 

:

:

.
其
所
謂
異
な
れ
：る
ニ
：の
主
枧
せ
は
典
船
の
破
泊
す
る
領
水

'國V
T

其
®
籍

0
馬
す
る
本
國
を

.

.

云
ふ
な
り
。

•
★
游
：果
、商

船
^
破

泊

國

の

地

方

法

相«
.察

權

及

び

裁

判

管

，糖

權

に

服

す

る

は 

其

厕

す

る

目

的

：に
應
じ.：
て

：
或

制

限
0
下

に
；

 ̂

(

cr
s: 

, 

V 

2
0

4
)

'

•
 

'

メ

：

..
_■
:.
之
に
對
し
て
最
も
明
臼

.に
反
對
腧
を
鳴
ふ
る
も
の

.はSir E
d
w
a
r
d

 c
r
e
a
s
y
t

り
。
彼
は

o

i

s
 

の
此
现
論
を
不
徹
底

(inconclusive) •
な
..&

ビ

評

し

て

田

く

,

.

.

.

..
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• 

' 
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.

.
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『

彼
'は
商
船
が
：
全

」

然

智

船
h
 

む

.る

組

織

及

び

乘

組

員

の 

:
f
爲
に

®
す
る
法
規
に
服
し
其
：何
處
に
到
る
も
然
ら
ざ
る
を

#
ざ
る
が
故
に
商

®
は
!'
;
>巾
こ 

:'
a

つ
一
る
處
，
.
自̂
_

と
.法
#
關
係
を
保
持
す
，

 

一
の
淪 

へ
本
は
多
く
の
商

.，
事

章

社

の
.社
員
及
び
代
理
人
に
し
て
外
國
に

^

行
滯
爾
し
自
國
政
府
の
免

‘

. 

'

 

, 

.
.

.

 

* 

.

.

.

.

.

.

r.

丨

,
r
,

」

i

」

t

』

.

許
し
た
る
商
業
又
は
：興
他

'0
事
業

を

或
範
圃

內
に

於
て

自
國
政
府
‘の
監
督
の
下
に
營
む
も 

の
に
對

し
て
も

I亦
適
用
す
る
ご

^
1を
得
る
に
非
ず
や
。

然
か
も
斯
の
如
き
人
は
外
國
内
に 

滯
留
す
る
間
は
興
國

0
法
：雜
，に
全
然
服
從
す
可
き
も
の
な
る
.こ
ビ
疑

a
な
き
所
な

b
°

陸 

上
に

て
.商
業
に
從
事
し
又
-は
住
居

す

る
.も

の
は
常
に
其
國
の
法
律
に
服
す
可
き

?»
.
の

な

る
 

に
拘
は
ら
す
獨
り
準
內
ボ
硫
泊
す
る
商
船
內
の
人

0
み
之
に
服
す
る
と
く
な
し
ど

U
采
し 

て
免
何
な
‘.る
理
論
に
依
る
も
の

な
-̂
や
解
す
る
こ
ビ
能
は

^

る
な
力

』

。

a
rst 

P
l
a
t
f
o
r
m

 

o
f

International 

L
a
w
”
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Ortolan

の
說
は
«
國
主
義
の
理
論
上
の
极
據
を
最
も
明
白
に
示
し
た
る
も
の
な
る 

可
し
。
1:
又M

の
理
論
以
外
に
有
迦
な
る
論
據
を

^
む
る

乙
と
能
は
ざ
る
可
し
。
然
れ
ど
も
典 

理
論
の

『

不
徹
底

』

f

こ
芦

C
r
e
a
s
y

の
指

»,
す
る
所
の
如
し
。
故
に
理
論
上
、佛
國
主
_
の
爲
め 

(:
徹
底
せ
る
极
據
を
求
：

.む

.る
乙
と
到
底

.

.不
可
能
な

&
ビ
雖
も
興
實
際
上
の
便
利
に

0 

佛
國
主

_
.は
英
國
电
義
に
比
し
て
多
く

.の

.優
越
點
を
有
す
る
こ
疑

.
S
き
を
以
て
興
實
際
上 

の
.便
利
こ
そ
怫

_
主
^
が
多

®

の
條
約
又
は
法
令
に
依
て
採

'用
せ
ら
る
、
所
以
に
外
な
ら
ず
。
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然
れ
ど
も
佛
國
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通
商
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刹
益

9
立
場
ょ
、
見
る
ミ
き
は
®
る
便
利
に
し
て
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船
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位
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す
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第

二

猇

八

六

盤
^
し
さ
恨
例
な
る
が
故
に
最
も
熱
誠
な
る
推
獎
ど
支
持
ど
を
吝
ま
ざ
る
な

b』
(

D̂
s:
口
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K
2

) 

と
•テ

へ
^
は
多
數
の
導

*

の
一
致
せ
る

^

5

&

0ffi
a
l
l

の
如
き
も

佛
國
主
義
を
以
て
國
喂
法 

上

め
確

認

：原

則

な☆
.
，

云

ふ

の

說

に

對

し

セ

極

カ

反

對

す

る

に

，拘

は

ら

す

然

か

も

何

ほ

之

を 

實

際

上

の

廣

利̂

艦

み

將

來
:
1般

に

採

月

實

行

せ.ら

る

、
に

栗

ら

ん

こS
を
.1'
邊

し

た

り
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商
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ば
破
泊
國
管
糨
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し
て
免
除
ぜ
ら
る
可
し
す
の
說
が
國
家
の
行
爲
の
上
に
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,
何
な

〗

る
範
圃
ま
で
勢
力
を
有
■す
る
に

.拘
_は
ら

:̂
求

^

以

て

强

制

的

國

際

法

力

を

有

す

る

も
 

の
ご
は
認
む
る
能
は
ず
。
主
權
說
の
如
き
«
本
原
則
に
反
す
る
新
主
義
に
對
し
て
法
律
的 

價

値

を

附

す

；
る
こ
；ビ
は
國
，
家

間

に

明

白

.な
る
，合

意

な&

場
合
、其
惯
習
が
多
年
間
繼
續
せ
ら 

れ

-0
つ
普
遍
的

S
る
こ
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を
要
，す

る

に

拘

は

ら

ず

此
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は
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だ

此

點

に

於

て
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持

せ

ら
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、

こ

と

な

し

。

然.れ
.ど

も
同
：時.
.に
多
數
の
條
約
及
び
管
轄
權
の
行
使
を
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意
に
放
槩
す
一
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こ

と

到

る
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に
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行
は
る
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は
遠
か
ら
ず
し
て
现
論
上
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理
に
し
て
且
つ
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